
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 熊本県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 熊本大学教育学部附属小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ０ １８
２２

児童数 ４０ ４０ ４０ ４０ ４０ ３７ ０ １１７

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

学びが好きになる授業の創造
～ の活用を図りながら～IT

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・全学年 全教科等
本校は、それぞれの教科を専門に研究する教官で構成されているため。
学校として、各教科に関する研究実績があるため。

( ) 年次ごとの計画2

平 ○ テーマ
成 学びが好きになる授業の創造

～ の活用を図りながら～14 IT
年 ○ 研究の見通し
度 学習意欲向上のために を活用することによって、 の可能性を探るIT IT

とともに、 の教育的機能を明らかにする。IT
○ 研究の内容・方法
・研究内容
人間が本来もっている学習意欲を喚起し，それを充足していけば，学習へ

の満足感を味わうことができる。このような状態を創り出し，維持していけ
ば，子どもたちが学びを好きになっていくと考える。
人間を学習に向かわせるためには 「知的好奇心 「向上心」の喚起が重要、 」

になる。知的好奇心・向上心を喚起し，それを充足する学習を通すことで，
子どもたちは満足感を得て，学びが好きになっていく。
しかし，内発的な学習意欲を支える「有能感・自己決定感・他者受容感」

という三つの感覚が育っていないと，知的好奇心も向上心も喚起・充足され
。 。ない この三つの感覚を高めていくような学習を組みたてていく必要がある
を活用し 「知的好奇心 「向上心」を喚起・充足させ 「有能感・自己IT 、 」 、

決定感・他者受容感」を高める授業のあり方を研究内容とする。
・研究方法
知的好奇心・向上心を喚起・充足させていくために，次のような教師の働

きかけを授業に取り入れて検証を行っていく。
(1) 知的好奇心・向上心を喚起させる授業
①新奇性のある素材を提示する ②子どものもつ信念や先入観を利用する
③足がかりになる知識を与える ④応答的な環境を準備する
⑤明確な目標を提示する ⑥達成可能な見通しをもたせる
⑦豊富な学習環境を準備する ⑧進歩の跡を明確にする

(2)知的好奇心・向上心を充足させる授業
①理解を促す ②発見する喜びを体験させる
③成功経験をもたせる ④学習者間の交流を促す
⑤成長を自覚させる

、 （ 「 」、各教科において 焦点化する学習意欲を設定する 例：国語科 表現意欲



体育科「挑戦意欲」等 。授業を評価するための「授業評価指標」を取り入）
れ、教師の授業力の向上を図る。

平 ○ テーマ
成 学びが好きになる授業の創造

～ の活用を図りながら～15 IT
年 ○ 研究の見通し
度 前年度の研究によって明らかになった の教育的機能を元に「学習意欲IT

IT IT向上のための 活用の視点 を設定し検証授業を行う そのことによって」 。 、
を学習意欲向上に有効に活用する方途を明らかにする。
○ 研究の内容・方法
・研究内容
前年度の研究内容に加えて 「知的好奇心 「向上心」を喚起・充足させ、、 」

「有能感・自己決定感・他者受容感」を高める授業を創造するために、どの
ようにITを活用すればよいのかを明らかにしていく。
そのために，子どもたちが事物や人と積極的にかかわり合う活動を組織す

るための三つのかかわり（ 教材とのかかわり 「自分とのかかわり 「他者「 」 」
とのかかわり ）を主軸とした授業づくりを目指すことにした。」
さらに具体化するために以下の「IT活用のための７つの視点」を設定し、

授業研究を行う。
(1) 興味・関心をかきたてる教材
(2) 明確な目標の設定
(3) 学習の見通しをもたせる活動
(4) 思考を深化させる活動
(5) 応答的な環境を準備する
(6) 学習者間の積極的な交流を促す
(7) 進歩の跡を明確にする活動
・研究方法
知的好奇心・向上心を喚起・充足させていくために，次のような教師の働

きかけを授業に取り入れて検証を行っていく。
各教科において、焦点化する学習意欲を設定する （例：国語科「表現意。

欲 、体育科「挑戦意欲」等）検証のために、授業を評価するための「授業」
評価指標」を取り入れ、教師の授業力の向上を図る。

平 ○ テーマ
成 学びが好きになる授業の創造

～ の有効活用を図る～16 IT
年 ○ 研究の見通し

IT度 前年度の研究の成果を元にして 子どもたちの学習意欲を高めるために、
を有効に活用するための方途を明らかにする。それを元にして授業実践を行
い、検証を行っていく。
○ 研究の内容・方法
前年度の研究内容に加えて、 の有効活用を図るための視点を整理し、検IT

証授業を行っていく。
特に、それぞれの視点が有効に活用されているかどうかを客観的なデータ

を元にして結論づけていきたい。
また、研究の成果として開発された教材（デジタルコンテンツ等）は積極

的に公開し、多くの学校に成果を共有できるシステムを構築する。

( ) 研究推進体制3

学校長・副校長・教頭

研究推進委員会

研究部（研究部長）

各教科担当およびワーキンググループ（複数教科担当による検討会）



Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

○「教材とのかかわり」について
不完全な情報の映像提示」が子どもの興味・関心を高めやすいことが明らかに

なった。また，教材としての映像情報は，子どもにとって未知の映像よりも，ふ
だん見ている映像の方が，より興味・関心を高めやすいということも明らかにな
った。しかし、子どもの生活経験の有無によって映像の受け止め方が違う。映像
の選択と，視点のもたせ方が重要になる。
○「自分とのかかわり」において
コンピュータのインタラクティブ（双方向的）な機能は，子どもたちの思考を

深化させることができる。一斉授業においてもその機能が有効に働くことが明ら
になった。また、自己モニタリングできる映像は，子どもたちの向上心を喚起し
充足していくことにつながっていく。さらには，コンピュータによる試行錯誤の
学習活動が，子どもたちの思考の深化を促していくことも明らかになった。
○「他者とのかかわり」について」
学級内における学習者間の交流も，プロジェクタの活用により活性化されるこ

とになった。ただし、補助教材と映像とを組み合わせることによって，子どもた
ちが思考しやすい場を作り出すための工夫が必要である。

２．今後の課題

開発できる可能性としては、ネットワークによるコミュニケーション領域があ
る。この分野でのさらなる実践が期待される。また、一般的に公開されているデ
ジタルコンテンツについての活用実践が少ないので開発の余地が残されている。
さらなる客観的なデータによる検証も必要である。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

毎年、２月に全校的に「学力診断テスト」を実施している。
これは、各学年の児童一人ひとりの達成度を把握するものであり、低学年では

国語と算数、中高学年では、国語、社会、算数、理科の４教科で実施する。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

平成１６年２月６日に本校において研究発表会を開催し、公開授業、授業研究
会、総合的な学習の分科会、シンポジウム等を行った。これは、本校の研究内容
を広く知ってもらうためのもので、県内外から約１５００名の参加があった。
研究成果普及のために、研究紀要の作成を行っている。また、ここ数年は、指

導案や教材、授業の様子などをデジタル化した「 研究紀要」も毎年発行CD-ROM
。 、 。している 開発された教材は 等で公開し 広く共有化できるようにしているHP

今年度は、研究図書として「 活用で授業はここまで進化する （明治図書）IT 」
を出版し、研究成果の普及に努めている。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校×

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級×
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導×
一部教科担任制 その他×

【研究教科】 国語 社会 算数 理科× × × ×
生活 音楽 図画工作 家庭× × × ×
体育 その他× ×

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無×
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